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アサリは，産卵後水中で受精し，トロコフォア幼生，Ｄ

状期幼生，アンボ期幼生，フルグロウン期幼生の浮遊生

活を2～3週間経由し，殻長200 m前後になると変態し，

成殻を形成して着底する。１）Ｄ状期とアンボ期は，面盤

と呼ばれる繊毛が付いた浮遊器官を有し浮遊するが，フ

ルグロウン期になると，面盤と足の両方を有し，海底の

匍匐と遊泳を繰り返すが，やがて面盤を脱落させ，遊泳

機能を失って着底稚貝となる。２）また，この時期に，底

質の粒度選択を行っていることが明らかにされている。

３）そのため，人工干潟の造成材料の評価には，このアサ

リ幼生の底質選択特性を利用して，着底密度の高低によ

り造成材料の適否を判断している。４）この時期の幼生を

スライドガラスに移し顕微鏡下で観察すると，足の先端

でガラス面に付着し，貝殻を引き寄せる，シャクトリム

シのような行動を取る。浜口は，この時期の幼生は足の

先端に付着力を有し同様な行動様式を取ることを報告し

ている。５）また，人工的に生産したアサリ浮遊幼生を砂

を敷いた容器内で着底させると，砂面の他に容器の壁面

やエアーストーンの上面にもアサリ稚貝の付着が観察さ

れる。そこで，2011 年 6月 3日に，砂を敷いた透明な円

筒形アクリル容器（内径 240 mm，高さ 600 mm）に精密ろ

過器（日本濾水機工業株式会社，セラポア XA-N）でろ

過し紫外線照射した海水を満たし，人工的に生産した発

生後 16日目のフルグロウン期幼生約 5,000 個体を入れ，

どの程度の高さに稚貝が付着するかを，41日後の 7月 14

日に観察した（Fig.1）。飼育水は止水とし，1 週間に一

回 1/3 を換水した。2～3日毎に，パブロバ（ハプト藻）

を 3×104 cells/mL の濃度で給餌し，弱いエアーレーシ

ョンを施した。その結果，底から 7～140 mm の高さの壁

面に付着した稚貝 54個体が観察された（Fig.1）。また，

エアーストーンには 658 個体の稚貝が付着していた。こ

れらの稚貝は，アクリル容器の壁面及びエアーストーン

に直接着底したか，底の砂面に着底した後に壁面及びエ

アーストーンを登ったもののどちらかであるが，少なく

とも直接アクリル容器の壁面に着底するとは考えにくい

ことから，壁面に付着した稚貝及びエアーストーンに付

着した稚貝の一部は，着底後に壁面及びエアーストーン

を登ったものと推測された。 

 

Fig. 1 円筒形アクリル容器（Ａ），アクリル壁に付着した

稚貝（Ｂ：矢印），エアーストーンに付着したアサリ稚貝

（Ｃ） 
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2012 年 6月 6日に，発生後 22日目，殻長 226 m のフ 

ルグロウン期の足の先端を生物顕微鏡（合成倍率×20）

で撮影・トリミングした（Fig.2）。これによると，殻外

に出ている足の中程から先端部にかけては，6.5±1.3 

m(N=94)の繊毛がはえていた。 

海域において，着底直後の稚貝は，波浪・流れにより

砂とともに巻き上がることが報告されているが，５）220

～230 m で着底し，300 m 程度となり足糸で砂等につ

かまる５）までは，本実験における垂直な壁面やエアース

トーンに付着する力が，巻き上がり時に砂粒から離れて

遠くへ流されないための役割を果たしていると推測され

た。また，付着力には，足先端部に密集している繊毛が

大きな働きをしていると推測された。 

今後は，流れや波浪と着底初期稚貝の移動との関係を

捉えて，移動・集積機構を解明し，アサリ資源確保のた

めに欠かせない稚貝着底場である干潟・浅場を保全し，

かつ新たに造成するための基礎資料を得る必要がある。 
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Fig. 2 フルグロウン期の顕微鏡写真（Ａ：全体，Ｂ：

足部分，繊毛（矢印）） 
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